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シビアアクシデント(SA)時に原子炉格納容器内部に大量に発生する水素を処理する水素処理システムの開

発を進めている。基盤整備事業[＊]では反応速度式及び反応器評価モデルを構築し、評価に目途を得ると共

に、実機適用に向けた課題を明らかにした[1]、[2]。実機適用に向けた今後の開発計画について述べる。 
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1. 緒言 

SA 時に大量発生する水素対策として、水素処理システムの開発を進めている。BWR 型格納容器内は窒

素置換されており、水素と酸素の再結合では SA 時に発生する水素を処理出来ず、新規制対応として設置

の進むフィルターベントによる系外放出する計画であるが、格納容器過圧及びベントによる水素及び放射

性物質の格納容器外への放出が避けられない。そこで、金属酸化物を用いた酸素を必要としない水素処理

方法で水素を処理することを目標に開発を進めている。 

2. 開発課題と計画 

酸素を必要としない水素処理方法として金属酸化物による水

素の酸化反応(H2 + MxOy→ H2O + MxOy-1)があるが、事故事象種

類・進展に応じて変動する PCV 内雰囲気環境での適用性につい

ては確認されておらず、基本的な成立性確認として H24 年度か

ら H28 年度の 5 年間、基盤整備事業[＊]として水素処理材に用い

る金属酸化物粉末を球状にした造粒体の基礎物性取得試験及び

造粒体を充填した反応器の特性確認試験を実施し、水素、窒素

及び水蒸気の混合ガス条件下における水素処理速度や処理材温

度のデータを取得した。また、試験データを基に反応速度式及

び反応器評価モデルを構築し、試験結果と比較することで混合

ガス条件下での評価に目途を得、実機適用性を確認すると共に、

処理材の形状維持、処理材及び反応管の高温抑制、反応器評価

モデルの予測精度の向上等の課題を明らかにした。今後、これ

ら課題を解決して水素処理システムを実用化するため、処理材のデータ拡充や反応器評価手法の高度化、

設計評価手法の確立を行う計画を立案した。また、実機 SA マネジメントを考慮した事故時条件の整理と

システム構成案の検討、処理材データ拡充に向けた試験装置／試験計画案の策定を実施した。 

3. 結論 

昨年度までに実用化に向けた開発計画の策定、実機 SA マネジメントを考慮した事故時条件の整理とシ

ステム構成案の検討、処理材データ拡充に向けた試験装置／試験計画案の策定を実施した。今後も、計画

に沿い処理材データ拡充試験、反応器試験及び評価手法の高度化、設計評価手法の確立を進める。 
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